
勧奨制度は16年度から制度活用

職員の定年退職と
退職勧奨制度について
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議
員
　

「
当
面
自
立
」を
目
指
す
本
町
で

す
が
、県
内
の
情
勢
も
合
併
に
よ
り
様

変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
。合
併
問
題
を

避
け
て
通
れ
な
い
の
は
本
町
も
同
様
で

あ
り
、町
長
が
言
う「
当
面
」と
は
、い
つ

の
時
期
を
指
す
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
長
の
改
選
期
が
今
年
８
月

で
す
が
、合
併
問
題
を
語
る
に
は
町
長
の

進
退
の
意
思
表
明
が
あ
る
べ
き
と
思
い

ま
す
。進
退
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

町
長
　

全
国
の
市
町
村
数
は
、11
年
度

末
の
２
千
232
市
町
村
か
ら
、本
年
度
末

に
は
１
千
804
市
町
村
に
な
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。18
年
４
月
に
県
が「
自
主

的
な
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
構
想
」

を
公
表
し
ま
し
た
が
、県
内
で
の
合
併
の

動
き
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
は
、「
当
面
自
立
」の
方
針
を
進
め
、

で
き
る
限
り
自
立
可
能
な
行
財
政
基
盤

の
構
築
を
図
っ
て
行
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

「
新
合
併
特
例
法
」は
、21
年
度
が
最

終
年
度
で
す
が
、町
で
は
、第
４
次
行
革

大
綱
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
ま
す

の
で
、少
な
く
と
も
こ
の
間
は
自
立
が
前

提
と
な
り
ま
す
。22
年
度
以
降
は
、町
民

の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、ま
た
、国
や

他
市
町
村
の
動
向
な
ど
を
見
な
が
ら
慎

重
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

私
の
進
退
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
回
も

５
月
頃
意
思
表
明
し
て
い
ま
す
の
で
、現

段
階
で
意
思
を
表
明
す
る
状
況
に
は

至
って
い
ま
せ
ん
。

議
員
　

若
者
の
地
元
雇
用
の
場
が
極
め

て
少
な
く
、町
外
へ
の
人
口
流
出
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。こ
こ
数
年
、

誘
致
企
業
の
進
出
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

対
策
を
伺
い
ま
す
。

　

一方
、働
く
若
者
や
、「
退
職
後
を
葛
巻

で
暮
ら
し
た
い
」と
い
う
団
塊
世
代
の

人
々
の
た
め
に
、住
宅
建
設
の
考
え
が
な

い
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　

県
内
の
誘
致
企
業
は
、交
通
利

便
の
良
い
北
上
市
を
中
心
と
し
た
周
辺

に
自
動
車
関
連
企
業
が
多
く
進
出
し
、

県
北
・
沿
岸
地
域
へ
の
誘
致
は
少
な
い
状

況
で
す
。

　

本
町
で
は
、昨
年
、守
山
乳
業
葛
巻
工

場
の
増
設
を
支
援
し
、18
名
の
雇
用
が

生
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、交
流
人
口
の
増

加
に
よ
り
、３
つ
の
セ
ク
タ
ー
で
は
こ
こ
７

年
間
で
雇
用
が
26
名
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、引
き
続
き「
企
業
誘
致
促
進

会
議
」を
中
心
に
、町
内
や
県
内
出
身
者

が
経
営
す
る
企
業
等
を
訪
問
し
、情
報

収
集
に
努
め
ま
す
。

　

住
宅
建
設
に
つ
い
て
、66
戸
あ
る
町
営

住
宅
は
、低
所
得
者
な
ど
一
定
の
要
件
が

あ
り
、入
居
で
き
な
い
の
で
、民
間
の
賃

貸
住
宅
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。現
段

階
で
、若
者
向
け
住
宅
の
建
設
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、入
居
希
望
者
に
は
、民

間
の
賃
貸
住
宅
の
空
き
情
報
も
あ
る
の

で
、商
工
会
等
と
連
携
し
て
情
報
の
提

供
を
し
ま
す
。

議
員
　

町
職
員
の
退
職
勧
奨
は
、本
人

の
了
解
や
同
意
に
十
分
配
慮
し
て
い
る

の
か
、ま
た
、行
政
事
務
や
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
つ
な
が
ら
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　

退
職
勧
奨
は
、厳
し
い
町
財
政

に
鑑
み
、人
件
費
の
抑
制
と
適
正
な
人

事
管
理
を
図
り
な
が
ら
、１
年
早
く
勇

退
し
て
い
る
も
の
で
、そ
の
財
政
効
果

は
、３
年
間
で
２
億
800
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

退
職
勧
奨
に
当
た
っ
て
は
、特
別
昇
給

を
実
施
す
る
な
ど
、退
職
金
が
定
年
退

職
よ
り
有
利
に
な
る
よ
う
措
置
し
て
お

り
、来
年
度
以
降
も
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、職
員
に
は
早
期
退
職
す
る
こ

と
か
ら
、在
職
中
に
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
に
待
遇
面
等
の
改
善
や
、退
職
金
等

も
制
度
の
中
で
最
大
限
の
運
用
を
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
　

第
４
次
町
行
政
改
革
大
綱
の
実

施
計
画
の
中
で
、透
明
性
、公
平
性
の
確

保
を
目
的
に
19
年
度
か
ら
臨
時
職
員
の

登
録
制
度
を
導
入
し
ま
す
。
　

現
在
の

職
種
ご
と
の
応
募
状
況
や
採
用
選
考
基

準
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　

応
募
状
況
は
、期
限
付
臨
時
職

員
が
31
名
に
対
し
て
37
名
、非
常
勤
職

員
が
16
名
に
対
し
て
25
名
、業
務
委
託

職
員
が
20
名
に
対
し
て
33
名
で
す
。

　

１
年
契
約
の
非
常
勤
職
員
と
業
務
委

託
職
員
は
早
期
に
採
用
者
を
決
定
し
、

期
限
付
き
臨
時
職
員
は
採
用
順
位
を

決
め
、４
月
か
ら
必
要
部
署
に
配
置
し

ま
す
。

　

採
用
選
考
基
準
は
、基
本
的
に
は
書

類
選
考
と
し
、経
歴
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
採
用
部
署
と
人
事
担
当
課
の
代
表

な
ど
で
構
成
す
る
選
考
委
員
会
で
決
定

し
ま
す
。

　

障
害
者
に
つ
い
て
も
、今
回
の
登
録
制

度
で
公
募
し
て
い
ま
す
。

議
員
　

本
町
は
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、携
帯

電
話
等
の
難
視
聴
地
域
で
す
。町
総
合

計
画
の
前
期
最
終
年
度
と
し
て
、こ
れ
ら

の
解
消
策
と
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
導
入
に

よ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
・
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
化
、災
害
情
報
伝
達
な
ど
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　

国
で
は
、23
年
７
月
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、19
年
度
に
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
に
か
か
る
方
針
計
画

策
定
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。20
年

度
以
降
は
、通
信
事
業
者
、地
域
情
報
通

信
基
盤
整
備
と
の
調
整
を
図
り
進
め
る

考
え
で
す
。

臨
時
職
員
等
の

登
録
制
状
況
は

67
名
に
対
し
て

95
名
の
応
募
者

若
者
の
雇
用
確
保
と

住
宅
建
設
の
考
え
は

企
業
の
情
報
を
収
集

住
宅
は
民
間
活
用
で

情
報
通
信
格
差

是
正
対
応
策
は

19
年
度
に
情
報
通
信

基
盤
整
備
計
画
策
定

退職辞令交付式の様子

「当面自立」と語る中村町長

柴田 勇雄 議員
し ば た   いさお

山岸はる美 議員
やまぎし          み

４
次
行
革
大
綱
実
施
期
間
終
了
の
21
年
度
ま
で

「
当
面
自
立
」の
具
体
的
時
期
は


